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一…市の人口と世帯

11月1日現在前月比

人口 31 ，751 （十51）

男 15，580 （＋34）

女 16, 171 (+17)

世帯 8，806 （＋22）

市
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－’7980年代にむかって

市制25周年の式典を挙行
12月号さる11月22日、市民体育館で、市制施行25周年の記

念式典が行われましたO -､

式典は、午前10時から市民表彰者など関係者約400

人が出席し、市民表彰、ほう賞の表彰のあと、市勢の

発展のためにつくされた自治功労者などの表彰が行わ
れました。

そのあと、 25歳を代表した汕口修司さん（安良川）

と受彰者を代表して吉久保哲也さん（本町）が、 とも
に「市勢発展のために市民のみなさんとともに協力し

あかるいまちづくりをめざしていきたい」と力強い
あいさつをしましたc

最後に市民の歌を全員で合唱し、式典は無事終了し
ました。

No.237

高萩市市民憲章
自然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし､うるおいのあるまちをつくりましょう

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう

１
１
１
１
１

~ｰ

§

篝 識繍
灘蕊

ｑ

劃

醒

畢

》

守

坐

》

》

勢
蓉
毎

Ⅱ
■
既
睡
眠
内

諦語鵠躁

甜

輻

蛭

脅

却
呈
理
》
》

琴一恥》》

壁》

》》

望唖

聖叫報

｝蒜癖

鍔酋叩

己叫口

辞皐》

壁曽醒

諦聾坐

生口な
垂曲謹

雪げ凸

由》呂口

嫌
蝉
遜

；鴬

ー

蕊

識

灘§灘鱸 轆擬鞠錘

茨城放送「高萩市政だより」は毎週日暇日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は（3） 1151．1152です。



(2）市報たかはぎ(第237号i)

一
氷
山
た
け
さ
ん
（
団
歳
）

下
手
綱
５
９
０
（
無
職
）

昭
和
溺
年
以
来
長
年
に
わ
た
り
、
民

生
委
員
と
し
て
関
係
機
関
と
よ
く
連
絡

を
と
り
、
地
域
社
会
福
祉
の
向
上
に
努

誉
訪
蔑
陵
議
妻

日＝＝＝

＝

菫 第9回市民表彰
三主

三

…
｜
｜
｜
’

郷土につくした11人・1団体を表彰

力
、
と
く
に
教
員
の
経
験
を
生
か
し
保

育
所
、
児
童
問
題
に
深
く
研
究
活
動
を

さ
れ
た
。

ま
た
、
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て

永
き
に
わ
た
り
地
区
住
民
の
食
生
活
の

改
善
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
・

矢
代
良
三
さ
ん
（
帥
歳
）

安
良
川
７
４
７
（
無
職
）

高
萩
町
議
会
議
員
、
高
萩
市
議
会
議

〆、

'一

前列左から、五島さん、佐藤さん、金沢さん、矢代さん、鈴木市長、吉田議長、

細金さん、根本さん、松本さん。後列左から、鈴木教育長、岩本収入役、鳴田さ

ん、吉久保さん、大高さん、下山田助役、佐川副議長。

員
と
し
て
、
永
き
に
わ
た
り
地
方
自
治

の
伸
張
発
展
と
市
勢
の
向
上
振
興
の
た

め
に
貢
献
さ
れ
た
。

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
熱
意
を

も
ち
会
員
か
ら
の
信
望
も
厚
く
、
妬
年

よ
り
永
き
に
わ
た
り
会
長
と
し
て
老
人

福
祉
の
向
上
の
た
め
尽
力
さ
れ
た
・

根
本
伊
三
郎
さ
ん
（
刈
歳
）

安
良
川
２
７
０
（
建
築
業
）

今
日
ま
で
帥
年
余
の
永
き
に
わ
た
り

大
工
職
に
精
進
し
、
今
日
の
技
術
を
身

に
つ
け
、
と
く
に
神
社
建
築
に
つ
い
て

は
、
当
地
方
唯
一
の
技
能
者
で
あ
り
、

独
特
の
工
夫
に
よ
り
古
来
の
伝
統
を
守

り
荘
厳
な
作
品
を
創
造
し
て
い
る
。

金
沢
一
郎
さ
ん
（
氾
歳
）

大
和
町
２
の
帥
（
農
業
）

永
き
に
わ
た
り
農
業
委
員
、
常
設
委

員
と
し
て
農
業
の
振
興
に
尽
力
、
と
く

に
高
田
水
路
改
修
工
事
に
多
大
な
貢
献

を
し
た
。

ま
た
、
高
萩
市
有
害
鳥
獣
駆
除
隊
長

と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
農
林
作
物
を

有
害
鳥
獣
か
ら
の
被
害
の
防
止
に
、
ま

た
そ
の
駆
除
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

佐
藤
宗
三
さ
ん
（
池
歳
）

本
町
３
の
型
（
商
業
）

昭
和
翠
年
よ
り
、
計
量
器
検
定
助
手

と
し
て
、
計
量
器
の
検
定
業
務
に
献
身

的
に
奉
仕
し
、
産
業
振
興
の
基
幹
と
な

る
、
計
量
秩
序
の
保
守
に
努
力
し
て
い

る
。

細
金
繁
さ
ん
（
五
歳
）

赤
浜
“
（
農
業
）

昭
和
躯
年
よ
り
、
赤
浜
土
地
改
良
区

の
役
員
と
し
て
、
妬
年
か
ら
蝿
年
ま
で

同
理
事
長
と
し
て
永
き
に
わ
た
り
土
地

改
良
事
業
に
貢
献
さ
れ
た
。

ま
た
、
高
萩
市
農
業
協
同
組
合
長
と

し
て
石
油
危
機
の
不
安
定
な
経
済
情
勢

下
に
あ
り
な
が
ら
そ
の
手
腕
を
発
揮
し

農
家
の
安
定
経
営
に
尽
力
さ
れ
た
・

五
島
マ
サ
キ
さ
ん
（
師
歳
）

大
和
町
１
の
４
（
無
職
）

高
萩
市
遺
族
会
、
高
萩
市
母
子
福
祉

会
副
会
長
と
し
て
良
く
会
長
の
補
在
役

を
勤
め
、
会
の
発
展
運
営
に
努
力
、
人

望
も
厚
く
会
員
活
動
も
積
極
的
、
そ
の

活
躍
は
顕
著
で
あ
る
。

ま
た
、
永
き
に
わ
た
り
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
と
し
て
献
身
的
に
寝
た
き
り
老
人

を
介
護
す
る
な
ど
老
人
福
祉
事
業
に
尽

力
さ
れ
た
。
識
．
《

松
本
ち
よ
さ
ん
罰
歳
）

上
手
綱
６
６
１
（
農
業
）

長
年
に
わ
た
り
農
協
婦
人
部
長
と
し

て
、
各
種
の
福
祉
活
動
、
運
動
会
、
朝

市
な
ど
の
事
業
を
通
じ
会
員
相
互
の
連

帯
感
の
醸
成
を
は
か
る
と
と
も
に
、
農

村
婦
人
の
地
位
向
上
と
健
康
で
明
る
い

農
村
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
た
。

ま
た
、
社
会
教
育
委
員
、
青
少
年
相

談
員
と
し
て
社
会
教
育
の
振
興
と
青
少

年
の
健
全
育
成
の
た
め
熱
意
あ
る
活
動

を
さ
れ
た
。

大
高
通
幹
さ
ん
（
妬
歳
）

島
名
１
５
１
４
（
農
業
）

長
年
に
わ
た
り
青
少
年
相
談
員
と
し

て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
日
夜
努
力
し

て
お
り
、
学
校
教
育
関
係
に
つ
い
て
も

（
ほ
う

二
三
菫
苣
匡
Ｅ
Ｅ
Ｅ
に
Ｅ
Ｅ
Ｅ

三
三

、〆

巨
呈
三
一
一
一
一

吉
員

、 ／

、一

意
を
そ
そ
が
れ
た
。

ま
た
、
明
る
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
育
苗
に
も
積

極
的
に
協
力
さ
れ
環
境
美
化
に
も
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

吉
久
保
哲
也
さ
ん
（
蛇
歳
）

本
町
３
の
弱
（
商
業
）

献
血
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、
街

頭
献
血
に
協
力
し
な
が
ら
単
一
献
血
会

を
連
合
組
織
と
し
て
発
展
さ
せ
、
そ
の

初
代
会
長
と
し
て
、
献
血
思
想
の
普
及

向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。

ま
た
、
高
萩
市
小
売
商
業
経
営
研
究

会
長
と
し
て
、
中
小
小
売
商
業
者
の
経

営
近
代
化
と
合
理
化
を
推
進
し
、
魅
力

あ
る
商
店
街
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
る

鳴
田
勉
さ
ん
（
詑
歳
）

秋
山
３
０
４
４
（
会
社
員
）

体
育
指
導
員
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

指
導
者
と
し
て
高
萩
市
社
会
体
育
の
振

興
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

と
く
に
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
に

つ
い
て
は
、
一
級
指
導
者
と
し
て
市
内

は
も
ち
ろ
ん
県
内
に
お
い
て
も
先
駆
者

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

秋
山
婦
人
会

約
鋤
年
の
永
き
に
わ
た
り
独
自
の
研

究
に
よ
り
地
域
内
の
「
ぶ
よ
」
駆
除
対

策
事
業
を
実
施
し
、
日
常
生
活
に
お
け

る
害
虫
駆
除
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ

た
。

ま
た
、
地
区
敬
老
会
事
業
な
ど
に
積

極
的
に
参
加
、
協
力
す
る
な
ど
地
域
社

会
の
福
祉
向
上
の
た
め
活
発
な
活
動
を

続
け
て
い
る
。



(3） 市報たかはぎ 昭和54年12月

関
根
治
さ
ん
（
沁
歳
）
Ⅱ
島
名
１
３

５
８
Ｉ
は
．
小
・
中
学
校
の
教
育
の
振

興
と
児
童
生
徒
の
教
育
に
貢
献
さ
れ
た

と
し
て
勲
五
等
双
光
旭
日
章
を
受
け
ま

し
た
・

関
根
さ
ん
は
、
昭
和
４
年
３
月
か
ら

昭
和
盤
年
３
月
高
萩
中
学
校
長
を
退
職

妬
周
年
記
念
の
吉
衛
（
大
和
町
）
、
広
木
允
明
（
若
栗
）

笠
谷
喜
之
助
（
安
良
川
）
、
原
口
良
英

市
民
表
彰
者

（
高
萩
）
、
石
川
信
吉
（
本
町
）
、
箕

市
制
施
行
妬
周
年
を
記
念
し
て
、
市
川
勝
（
東
本
町
）
、
坂
本
二
郎
（
肥
前

勢
の
発
展
の
た
め
に
つ
く
さ
れ
た
方
々
町
）
、
沼
田
才
介
（
高
萩
）
、
今
川
重

の
表
彰
式
が
ｎ
月
詑
日
市
民
体
育
館
で
道
（
高
戸
）
、
沼
田
勝
美
（
若
栗
）
、

行
わ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
幸
内
（
上
君
田
）
、
沼
田
克
道

表
彰
さ
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
で

（
上
君
田
）
、
豊
田
四
郎
次
（
上
君
田
）

す
。
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

今
川
孝
夫
（
高
萩
）
、
大
高
裕
司
（
島

名
）
、
磯
野
定
男
（
島
名
）
、
佐
川
元

◇
自
治
功
労
者

篠
原
新
一
郎
（
下
手
綱
）
、
小
山
政
（
中
戸
川
）
、
佐
川
勝
次
（
上
君
田
）

男
（
上
手
綱
）
、
近
藤
孝
一
（
秋
山
）
井
坂
盛
一
（
上
君
田
）
、
鈴
木
忍
（
下

大
部
薫
（
中
戸
川
）
、
鈴
木
一
二
（
上
君
田
）
、
柴
田
英
利
（
若
栗
）
、
斎
藤

君
田
）
、
鈴
木
茂
（
東
本
町
）
、
鈴
木
捨
（
高
戸
）
、
大
高
喜
隆
（
高
戸
）
、

好
之
（
島
名
）
、
北
畠
暢
男
（
本
町
）
小
野
博
（
下
手
綱
）
、
作
山
義
二
（
上

寺
岡
七
郎
（
肥
前
町
）
、
根
本
栄
（
島
手
綱
）

名
）
、
大
和
田
知
之
（
有
明
町
）
、
◇
民
生
福
祉
功
労
者

吉
田
秀
吉
（
高
戸
）
、
佐
川
安
応
（
大
石
安
太
郎
（
春
日
町
）
、
宮
内
嘉
一

能
）
、
村
田
正
己
（
水
戸
市
）
、
神
長
郎
（
本
町
）
、
大
和
田
き
く
（
有
明
町
）

三
三
三
三
三
一
一
三
三
三
一
三
一
三
三
三
三
三
三
三
一
三
一
三
三
一
一
一
一
三
三
三
三
一
三
三
三
三
一
二
一
三
三
三
三
二
二
三

す
る
ま
で
に
、
鋤
年
間
の
永
き
に
わ
た

叙
勲
お
め
で
と
う
り
教
育
者
と
し
て
の
使
命
達
成
の
た
め

鋭
意
努
力
さ
れ
た
。

教
育
の
振
興
に
つ
く
す
と
く
に
、
昭
和
鰯
年
３
月
県
の
視
学

ん
委
員
に
任
命
さ
れ
、
昭
和
型
年
１
月
に

驫
蕾
噛
歌
稲
蕊
蕊
灘

教
育
制
度
に
尽
力
さ
れ
た
。

社
会
教
育
に
貢
献

目
ｑ
日
氏
公
。
ざ
し
「
０
蛙
爽
ノ
ー
ュ
刀
７
コ
‐
Ｌ
可
動

大
森
キ
ク
さ
ん
（
沁
歳
）
Ⅱ
下
手
綱

１
５
０
６
Ⅱ
は
、
社
会
教
育
関
係
に
貢

イ
ｒ
」

~＝

大森キクさん

（下手綱）

二
三
三
三
三
三
三
一
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
一
一
一
三
一
一
三
三
三
三
三
一
一
三
一
一
二
三
一
三
三
三
三
三
三
一
三
二
一
三
三
一
三
二
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
一
一
三
三
三
三
二
三
一
二
一
一
一
一
一
三
二
一
三
二
一
三
一
一
一
一
三
二
一
一
三
一
一
一
三

献
さ
れ
た
と
し
て
勲
六
等
瑞
宝
章
を
受
治
安
に
功
労
年
間
、
高
萩
町
警
察
署
の
次
席
と
し
て

け
ま
し
た
。
…
驚
篭
蕊
《
蕊
》
：
ん
も
勤
務
さ
れ
、
町
民
の
安
全
の
た
め
積

大
森
さ
ん
は
、
昭
和
蕊
年
か
ら
現
在
《
謎
￥
識
許
極
的
に
努
力
さ
れ
た
．

麓
§
？
？
■
汀
？
？
？
…
“

に
い
た
る
ま
で
、
永
き
に
わ
た
る
経
験
”
一
Ｈ
鋤
識
釧
忠
秋

群

を
生
か
し
た
地
域
婦
人
会
の
振
興
に
積
ゞ
，
膿
蛎
議
鷺
：
宮

極
的
に
努
力
さ
れ
て
い
る
。

宮
田
忠
郎
さ
ん
（
師
歳
）
Ⅱ
秋
山
１

と
く
に
、
昭
和
路
年
の
松
岡
小
・
秋
６
６
８
Ⅱ
は
、
多
年
に
わ
た
り
警
察
官

山
小
学
校
で
の
農
繁
期
を
利
用
し
た
季
と
し
て
治
安
に
功
労
さ
れ
勲
六
等
瑞
宝
広
木
允
明
さ
ん
命
歳
）
Ⅱ
若
栗
１

節
保
育
所
の
開
設
は
、
婦
人
会
の
地
域
章
を
受
け
ま
し
た
。
３
８
Ⅱ
は
、
多
年
に
わ
た
り
犯
罪
の
予

づ
く
り
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
。
宮
田
さ
ん
は
、
昭
和
９
年
７
月
か
ら
防
と
罪
を
犯
し
た
者
の
更
生
に
尽
力
さ

ま
た
、
消
費
者
の
指
導
者
と
し
て
、
は
県
警
本
部
に
拝
命
さ
れ
て
か
ら
、
昭
和
れ
た
と
し
て
、
法
務
大
臣
か
ら
表
彰
を

ま
な
す
生
活
学
校
委
員
長
な
ど
、
つ
れ
“
年
６
月
ま
で
の
弱
年
間
警
察
官
と
し
受
け
ま
し
た
。

に
婦
人
の
指
導
的
立
場
に
立
っ
て
社
会
て
、
保
安
、
警
備
、
防
犯
、
交
通
な
ど
広
木
さ
ん
は
、
昭
和
型
年
か
ら
訓
年

教
育
の
振
興
に
積
極
的
に
取
り
く
ん
で
市
民
の
安
全
、
治
安
に
尽
力
さ
れ
た
。
間
、
保
護
司
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

い
る
。
と
く
に
、
昭
和
型
年
か
ら
溺
年
の
２
す
。

早
川
ハ
ギ
（
本
町
）
、
鈴
木
成
一
（
有

明
町
）
、
田
村
義
公
（
赤
浜
）
、
佐
藤

一
夫
（
島
名
）
、
花
園
よ
し
（
本
町
）

小
松
喜
代
（
有
明
町
）
、
松
崎
比
呂

（
高
浜
町
）
、
川
松
愛
子
（
有
明
町
）

作
山
た
け
（
下
手
綱
）
、
政
井
光
之
助

（
肥
前
町
）
、
佐
藤
享
子
（
上
手
綱
）

柴
田
萩
子
（
高
戸
）
、
沼
田
よ
し
（
若

栗
）
、
田
村
は
る
（
千
葉
県
）
、
高
萩

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
高
萩
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
、
高
萩
青
年
会
議
所
、
助
け

合
い
グ
ル
ー
プ
チ
ェ
リ
ー
ズ
、
高
萩
高

校
生
会
、
高
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会
東

地
区
南
支
部
、
高
萩
市
社
会
福
祉
協
議

会
山
手
地
区
南
支
部
。

◇
教
育
文
化
功
労
者

樋
渡
喜
一
（
大
和
町
）
、
永
山
公
平

（
大
和
町
）
、
樫
村
之
男
（
大
和
町
）

福
光
寿
（
東
本
町
）
、
飯
島
友
雄
（
大

和
町
）
、
若
松
政
次
（
大
和
町
）
、

大
森
キ
ク
（
下
手
綱
）
、
沼
田
吉
人

（
高
萩
）
、
小
林
正
治
（
本
町
）
北
村

勇
太
郎
（
春
日
町
）
、
根
本
昇
（
烏
名
）

柴
田
智
男
（
本
町
）

◇
産
業
功
労
者

沼
野
義
次
（
安
良
川
）
、
伊
藤
克
己

（
春
日
町
）
、
鈴
木
重
光
（
横
川
）

菊
地
福
雄
（
福
平
）
、
豊
田
武
門
（
横

川
）
、
大
部
昭
雄
（
秋
山
）
、
松
本
基

（
下
君
田
）
、
神
代
平
（
上
手
綱
）
、

大
和
田
信
（
安
良
川
）
、
高
萩
市
有
害

鳥
獣
駆
除
隊
。

◇
市
民
運
動
推
進
功
労
者

花
園
教
之
（
本
町
）
、
大
都
直
光

（
安
良
川
）
、
高
萩
明
る
い
街
づ
く
り

推
進
協
議
会
、
石
滝
老
人
ク
ラ
ブ
・

◇
治
安
功
労
者

穂
積
政
次
（
上
手
綱
）
、
黒
尾
良

（
春
日
町
）
、
下
山
田
義
郎
（
上
手
綱
）

豊
田
恒
（
上
君
田
）
、
小
林
高
弘
（
大

1－

和
町
）
、
鴦
野
谷
利
雄
（
有
明
町
）
、

宇
佐
美
忠
（
安
良
川
）
、
時
崎
一
（
島

名
）
、
沼
田
浩
（
高
萩
）
、
大
部
正

（
秋
山
）
、
沼
田
平
吉
（
秋
山
）
、
小

野
忠
義
（
赤
浜
）
、
下
山
田
源
太
郎

（
上
手
綱
）
、
鈴
木
孝
三
（
上
手
綱
）

鈴
木
清
市
（
大
能
）
、
佐
川
馨
（
上
君

田
）
、
鈴
木
彰
（
下
君
田
）
、
鈴
木
兼

喜
（
横
川
）
、
佐
川
順
一
郎
（
大
能
）

菊
地
茂
明
（
中
戸
川
）
、
滝
章
（
下

手
綱
）
豊
田
一
吉
（
上
君
田
）
、

滝
英
雄
（
下
手
綱
）
、
高
萩
市
民
間
交

通
指
導
隊
。

◇
感
謝
状
贈
呈
者

渡
辺
賢
太
郎
（
上
手
綱
）
、
鈴
木
徳

樹
（
横
川
）
、
大
高
一
雄
（
安
良
川
）

郷
土
行
男
（
上
手
綱
）
、
石
井
昭
春

（
春
日
町
）
、
赤
城
博
（
東
本
町
）
、

鈴
木
徳
男
（
上
手
綱
）
、
安
村
実
（
安

良
川
）
、
矢
代
洋
三
（
安
良
川
）
、

大
部
勝
央
（
中
戸
川
）
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蕊 ”
副議長

鈴木一二

議長

佐川安応 新しく誕生した市議会議員を紹介しましよう。

名前の◎は常任委員長○は常任副委員長です(敬称略）

文教厚生委員会総 務 委 員

雲霧:？

◎篠原新一郎 ○赤城 博

今
云

蕊

矢代洋三

毒
錬
雑
撫
鍛
錘
蕊
罐

「
一

蕊
◎近藤孝一 ○寺岡七郎細金秀隆

哩

識

熟

練

篝

騨

弾

Ⅱ

Ⅱ

巻

堺

蒲

干
唾
咋
Ｆ
Ｍ
里
群
哩
諄
Ｆ
塞
垂
》
琴
稚
銭
誌
咋
率
璋

渡辺賢太郎

蕊
裳患 蕊I蕊 識蕊蕊瀧

平 正三 根本 栄飯田邦昭安村 実鈴木本成

委 員
恥
又
三
行

今
云員

"△一

云

鈴木徳男

建委経済

O大部勝央

議蕊■薑 篭
蕊 蕊識

ﾆ諾

群

涜

〆
）

芳賀藤一郎◎吉田秀吉◎鈴木 茂 ． ○郷土行男

塁DPq..‘,旦巳･･･叩』C･･ ･､』111.q･‘由吋-ﾏｰ畢ら･･･qI』0,.．mqL･･一宇四･･q4＆･･‘pJqﾛ｡｡､叫・-.F｡1-..‘且恥-.-■I』】･ﾛ今a律･･･P■･･､ムュ･蛋

三

常任委員会の仕事 ‐
二 言
こ

き○総務委員会
二

頁 市の総合的な企画、税務、消防な皇
雫 冒

号 ど他の委員会に属さない事項につ亨
茎

ご

言 いて審議します。 L
二

三

畠○文教厚生委員会 三
三 匡

冒 市民の保健衛生、福祉、教育など鬘
三

号 について審議します。 尋
三

毛

言○経済委員会
三 二

Z 市の農林、畜産商工観光事業など量

号 について審議します。 ゞ
三

号○建設委員会 言
三

皇 市の道路、水道など建設事業につ阜
三

菅 いて審議します。 言
二

至
三

霊“11....,r,,.…,,‘ﾙ.,Ⅲ.."Ⅱ,昨…,, Ir…11,,….,,,『..､1， ，1.…聯.1,...棚,,!….1，1r".ⅢⅢ..‘､IrI,….,, ,,‘,."1,膝.,.:訓､…,,,,､ 冒

叢繍薑拳
鈴木好之

慧鶏蕊
佐藤隆一

蕊#｣｛｝§
大高一雄石井昭春

ｎ
月
ｎ
日
の
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

に
よ
っ
て
、
新
し
く
誕
生
し
た
市
議
会

議
員
に
よ
る
臨
時
市
議
会
は
、
ｎ
月
釦

日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
は
、
改
選
後
の
正
、
副
議

長
や
、
４
つ
の
常
任
委
員
会
な
ど
を
選

任
す
る
こ
と
を
主
と
し
た
も
の
で
す
。

会
議
は
、
吉
田
秀
吉
議
員
が
正
式
の

議
長
が
決
ま
る
ま
で
臨
時
議
長
を
つ
と

め
議
席
を
指
定
し
た
あ
と
、
正
、
副
議

長
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
を
代
表
す
る
議
長
に
は
、
投
票
の

結
果
佐
川
安
応
氏
（
無
所
属
）
、
副
議

長
に
は
、
鈴
木
一
二
氏
（
無
所
属
）
が

そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
・

正
、
副
議
長
を
選
ん
だ
あ
と
、
常
任

委
員
の
選
任
に
は
い
り
．
上
表
の
と
お

り
総
務
、
文
教
、
経
済
、
建
設
の
４
つ

の
委
員
長
、
副
委
員
長
、
委
員
が
決
ま

り
ま
し
た
。

●
Ｅ
一
．
’
一
・
三
一
・
ｑ
，
口
一
二
．
３
皇
毛
言
□
・
雲
』
三
・
・
・
・
一
三

・・・三百口・モ一・・口垂．一二・・『二三←今ロマ一三口。・・邑壼・．、声亨・・三皇・・“一三皇・・〒二・

戸一恋とつ

議
長
に
佐
川
安
応
氏

副
議
長
に
鈴
木
一
二
氏

』
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体
育
館
は
展
示
物
が
い
っ
ぱ
い

さ
る
ｎ
月
型
日
・
溺
日
の
２
日
間
、

市
民
体
育
館
を
中
心
に
「
第
１
回
の
高

萩
市
産
業
祭
」
や
「
文
化
祭
」
「
消
費

生
活
展
」
な
ど
が
開
か
れ
ま
し
た
。

２
日
間
と
も
、
あ
い
に
く
小
雨
模
様

の
天
気
で
し
た
が
、
郷
土
の
生
産
品
や

農
産
物
を
一
目
見
よ
う
と
延
べ
１
万
人

の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
盛
況
の
う
ち
に
幕

を
と
じ
ま
し
た
。

F記到

墨 産
業
祭
に

１
万
の
人
出

：

癖

盛況

だった

産業祭

¥… §屯 苧 週
抑 鰯､. ＃騨

擬識ド f’

耗
篝
死
墓
璽
．
尋
職

》

市内の商工業が一目でわかった展示会場を見学

黙彰露》勘。宰湾葎

駿
識さ

§

霞
凝

郷土の生産品をこの目でたしかめ
てみようと連日のにぎわい

松の苗木大事に育てます
I

屋外食堂で味わった「ふるさとの味」
農
作
物
の
展
示
会
場
も
に
ぎ
わ
っ
た

農
作
物
の
直
売
が
行
わ
れ
、
す
べ

て
の
品
物
は
売
り
切
れ
た

ー

#'i

灘
4
写

1
9

口吾

F

道
交
法
が
改
正
さ
れ
て
、
間
も
な

く
１
年
に
な
り
ま
す
。
昨
年
の
施
行

当
時
「
酒
酔
い
運
転
は
１
回
で
免
許
取

消
し
」
と
い
う
厳
し
い
措
置
が
と
ら
れ

飲
酒
運
転
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

最
近
、
ま
た
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

そ
こ
で
、
飲
酒
運
転
の
絶
滅
の
た
め

に
、
地
域
職
場
、
家
族
ぐ
る
み
で
、

次
の
３
原
則
の
実
行
を
徹
底
し
ま
し
ょ

高
ノ
Ｏ

○
運
転
す
る
人
は
、
酒
を
飲
ま
な
い
。

○
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
、
さ
せ
な
い
。

○
運
転
す
る
人
に
は
、
酒
を
出
さ
な
い

飲
ま
せ
な
い
。

ま
た
、
飲
食
店
を
は
じ
め
、
酒
類
を

提
供
す
る
業
者
の
人
は
、
お
客
に
対
し

て
十
分
気
を
く
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
弱
年
の
新
年
名
刺
交
換
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

と
き
弱
年
１
月
４
日
午
前
ｎ
時

と
こ
ろ
高
萩
市
中
央
公
民
館

会
費
千
円
（
当
Ｈ
支
払
）

申
込
み
先
市
役
所
市
長
公
室

申
込
み
は
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
を

は
が
き
に
書
い
て
⑫
月
嘔
日
ま
で
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

名
刺
の
交
換
会

年
末
・
年
始
の

飲
酒
運
転
を

な
く
そ
う可

４
日
『
４
ｑ
且
ｑ
ｄ
ｑ
ｄ
可
４
ｑ
“
可
■
■
■
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玄
関
に
入
れ
る
前
に
、
ま
ず
訪
問
の
目

的
を
聞
く
。
そ
の
ま
ま
家
の
中
に
上
り

こ
ん
だ
り
、
何
か
買
う
ま
で
は
動
き
出

さ
な
い
例
が
多
い
よ
う
で
す
。

身
分
証
明
書
を
求
め
る

公
共
的
な
機
関
の
名
前
を
持
ち
出
し

て
き
た
場
合
は
、
身
分
証
明
書
の
提
示

を
求
め
る
。
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、

か
な
ら
ず
そ
の
場
で
関
係
機
関
に
問
い

合
わ
せ
る
。

そ
の
場
で
決
め
な
い

セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
し
つ
こ
く
説
得
さ

れ
て
も
、
そ
の
場
で
は
絶
対
に
決
め
な

い
。
印
か
ん
を
預
け
た
り
す
る
こ
と
の

訪
問
販
売
は

そ
の
場
で
は
決
め
な
い

ト
ラ
ブ
ル
と
予
防
の
ア
ド
ゞ
ハ
イ
ス

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
寄
せ
ら
な
い
よ
う
に
、
ご
主
人
に
相
談
す
る
な

れ
る
相
談
の
中
で
、
最
近
、
訪
問
販
売
り
、
近
所
の
方
と
話
し
合
う
な
ど
の
時

に
関
す
る
苦
情
が
ふ
え
て
い
す
。
問
を
と
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
の
お
も
な
原
因
は
、
巧
妙

お
金
を
す
ぐ
払
わ
な
い

な
セ
ー
ル
ス
に
よ
っ
て
ネ
ダ
ン
の
高
い

た
と
え
わ
ず
か
で
も
お
金
を
払
っ
て

も
の
や
、
余
分
な
商
品
を
買
わ
さ
れ
て

し
ま
う
と
、
い
ち
お
う
契
約
関
係
の
成

し
ま
っ
た
ｌ
‐
と
い
う
よ
う
な
例
が
大
立
と
み
な
さ
れ
る
の
で
、
な
か
な
か
返

半
。
あ
と
で
後
悔
し
て
も
、
商
品
を
受
金
が
む
ず
か
し
く
な
り
ま
す
。

け
と
っ
て
お
金
を
払
っ
て
し
ま
う
と
、

こ
の
よ
う
に
訪
問
販
売
に
と
も
な
う

な
か
な
か
返
品
に
応
じ
て
も
ら
え
ず
、

ト
ラ
ブ
ル
は
、
押
し
売
り
的
な
強
引
な

返
金
を
要
求
し
て
も
と
り
あ
っ
て
も
ら

も
の
か
ら
、
消
費
者
の
心
理
を
た
く
み

え
な
い
例
が
多
い
よ
う
で
す
。

に
利
用
し
た
も
の
ま
で
あ
り
、
知
ら
ず

そ
こ
で
、
訪
問
販
売
に
関
す
る
ト
ラ

知
ら
ず
の
う
ち
に
商
品
を
買
わ
さ
れ
て

ブ
ル
を
未
然
に
ふ
せ
ぐ
方
法
を
考
え
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

や
は
り
、
業
者
の
口
車
に
乗
ら
な
い

訪
問
の
目
的
を
き
く

と
い
う
こ
と
が
、
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
さ

セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
訪
問
を
受
け
た
ら

な
い
第
一
の
方
策
に
な
る
わ
け
で
す
。

訪
問
販
売
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う

な
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
覚
え
て
お
き

ま
、
し
よ
｝
つ
。

販
売
業
者
の
名
前
な
ど
の
明
示

販
売
業
者
は
、
訪
問
販
売
を
行
お
う

憂鋪
一一一

＝

･･。I

I

、
、
一 1

圃蕊

－

解
約
が
で
き
る
４
日
以
後
に
、
消
費

者
が
解
約
を
望
み
、
販
売
業
者
が
そ
れ

に
応
じ
た
場
合
は
、
販
売
業
者
が
請
求

で
き
る
損
害
賠
償
や
違
約
金
の
額
は
、

一
定
限
度
内
に
制
限
さ
れ
ま
す
。

訪
問
販
売
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ

と
は
、
商
工
課
（
電
③
２
１
１
１
内
線

２
６
４
）
か
、
日
立
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
（
０
２
９
４
⑬
３
１
２
９
）
ま
た
は

消
費
者
行
政
推
進
協
力
員
の
宇
佐
美
ふ

み
子
さ
ん
Ⅱ
安
良
川
Ⅱ
電
③
４
５
５
６

大
森
真
佐
子
さ
ん
Ｉ
下
手
綱
Ⅱ
電
②
３

９
５
８
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

解
約
す
る
場
合

消
費
者
は
割
賦
販
売
の
場
合
、
特
定

の
商
品
に
つ
い
て
は
、
書
面
の
交
付
を

受
け
と
っ
た
日
を
ふ
く
め
て
４
日
以
内

で
あ
れ
ば
、
無
条
件
で
解
約
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
場
で
商
品
を
受
け
と

り
、
代
金
を
支
払
っ
た
場
合
や
、
化
粧

品
な
ど
の
消
耗
品
を
使
っ
た
場
合
は
で

き
ま
せ
ん
。

と
す
る
と
き
は
、
販
売
業
者
の
名
前
と

販
売
し
よ
う
と
す
る
商
品
を
消
費
者
に

告
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

書
面
の
交
付

販
売
業
者
は
、
消
費
者
か
ら
商
品
購

入
と
申
し
込
み
を
受
け
た
と
き
や
販
売

し
た
と
き
に
、
販
売
条
件
な
ど
の
内
容

を
明
ら
か
に
し
た
書
面
を
消
費
者
に
交

付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

損
害
賠
償
な
ど
の
制
限

視
界
を
広
め
る
た
め
か
、
立
木
が
い
く

ぶ
ん
少
な
く
な
っ
た
み
た
い
だ
っ
た
。

木
々
の
間
を
ぬ
っ
て
吹
く
風
の
香
り
も

足
裏
に
伝
わ
る
こ
こ
ろ
よ
い
土
の
感
触

も
も
と
の
ま
ま
だ
っ
た
。
そ
ん
な
中
に
、

道
標
が
ど
っ
か
り
腰
を
す
え
て
立
ち
、

な
つ
か
し
さ
の
あ
ま
り
お
も
わ
ず
か
け

寄
っ
た
。土

岳
山
頂
ク
ズ
の
山

し
か
し
、
そ
ん
な
な
つ
か
し
さ
も
、

思
い
に
ふ
け
る
と
き
も
、
一
度
に
ふ
き

と
ん
で
し
ま
っ
た
．
か
た
わ
ら
の
ク
ズ

箱
か
ら
あ
ふ
れ
出
た
あ
き
缶
が
、
山
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
、
こ
ん

な
と
こ
ろ
に
ク
ズ
箱
が
あ
る
の
か
、
も

ち
ろ
ん
、
置
く
方
で
は
、
散
ら
か
る
と

困
る
の
で
、
ク
ズ
箱
を
置
く
の
だ
ろ
う

が
、
結
果
的
に
は
、
こ
こ
に
ゴ
ミ
を
捨

て
な
さ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

が
現
状
で
す
。
し
か
し
、
お
互
い
に
も

う
一
歩
、
考
え
を
進
め
て
「
持
っ
て
い

っ
た
ゴ
ミ
は
、
必
ず
持
ち
帰
る
」
習
慣

一

八
蛸
Ｖ

ー
I

久
し
ぶ
り
に
土

岳
山
へ
登
っ
て
み

た
・

五
・
六
年
前
サ
ー

ク
ル
活
動
の
一
環
と

し
て
山
頂
に
道
標
を

立
て
た
が
、
そ
の
後

ど
う
な
っ
て
い
る
か

気
が
か
り
で
も
あ
っ

た
。
頂
上
近
く
は
、

と
る
の
は
写
真
だ
け

残
す
の
は
足
あ
と
だ
け

幸
い
高
萩
は
、
海
・
山
・
川
と
自
然

に
恵
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
恵
ま
れ
た
自

然
を
守
る
に
は
、
や
は
り
、
わ
れ
わ
れ

大
人
が
、
ま
ず
、
模
範
を
示
し
、
家
庭

生
活
の
中
に
生
か
し
、
こ
ど
も
達
の
よ

り
よ
い
人
間
形
成
に
役
立
て
た
い
も
の

で
あ
る
。

◇
◇
◇
◇

読
者
の
み
な
様
へ
Ⅱ
今
回
の
題
字
は

如
何
で
し
ょ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
の
会
で

は
、
〃
こ
の
標
語
を
市
内
に
徹
底
さ
せ

て
く
だ
さ
い
″
と
、
市
へ
申
し
入
れ
た

い
考
え
も
も
っ
て
お
り
ま
す
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

ロ

ロ

■

？

■

Ｊ

口

三

Ｅ

口

ロ

三

三

一

毛

三

弓

三

症

遡

一

懸
蕊

↑
”
“
作
”
”
対
烈
繍
辮
飛
：
亜

§
一
１
口
一
口
三
一
口
ロ
詞
匠
弓
己
口
嚢
一
議
恥
口
榊
田
詞
口
ロ
ー
“
一
一
主
弓
一
寺
三
三
》
一
壱
篭
一
峰

》
ゞ
鞠
驚
《
；
雪
》
鴬
謹
岳

評
封
剖
對
吋
椛
凸
目
・
叩

岬
口
”
一
Ｉ
Ｌ
州
岬
Ｆ
岬
嚇
》
Ｉ
Ｊ
Ｆ
赴
回
三
一
職
函
如
》
土

を
身
に
つ
け
れ
ば
、
も
っ
と
、
す
ば
ら

し
い
環
境
、
住
み
よ
い
街
に
な
る
と
思

講凝瀞騨鷺
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土
地
や
家
屋
を
取
得
し
た
場
合
に
は
申
告
の
期
限
と
提
出
先
は

「
不
動
産
の
取
得
申
告
」
を
し
な
け
れ
○
申
告
の
期
限
…
…
・
・
不
動
産
の
取
得

ぱ
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
の
日
か
ら
「
鋤
日
」
以
内
で
す
。

不
動
産
の
取
得
と
は
○
提
出
先
：
…
・
・
・
高
萩
県
税
事
務
所

登
記
の
有
無
、
あ
る
い
は
登
記
内
容
（
春
日
町
３
の
１
）
で
す
。
不
動
産

有
償
、
無
償
に
か
か
わ
ら
ず
現
実
に
取
取
得
申
告
書
の
用
紙
は
、
県
税
事
務

得
し
た
こ
と
を
い
い
ま
す
。
所
か
、
市
役
所
税
務
課
に
あ
り
ま

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
す
。

○
土
地
や
家
屋
を
相
続
以
外
の
方
法
で
税
額
は

取
得
し
た
場
合
不
動
産
の
評
価
額
の
３
％
で
す
。
課

○
家
屋
を
建
築
（
新
築
、
増
築
、
改
築
）
税
の
基
礎
と
な
る
不
動
産
の
評
価
額

し
た
場
合
は
、
市
の
固
定
資
産
税
台
帳
に
登
録

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

史
帳
ゞ
篭
凝
灘
霊

去

、、型
公
く
過
心
田
い
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

』
催
榔
》
竜
子
山
城
主
王
孫
伝
説
は
、
寛
延
四

１
１
か
、
》
計
志

１

年
（
宝
暦
元
年
、
一
七
五
一
）
の
「
竜

、，
つ
勺
浜
山
古
城
記
」
に
「
吉
野
南
帝
」
云
灸
と
あ

赤
り
、
宝
暦
の
こ
ろ
に
は
こ
の
あ
た
り
に

吟
『
”
《
．
⑬
相
当
評
判
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

南
朝
の
皇
孫
定
王
が
菅
股
城
の
大
塚
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
九
月
二
十

貞
成
の
所
に
落
ち
の
び
た
の
が
、
応
永
五
日
、
郡
奉
行
久
方
藺
溪
が
下
手
綱
村

二
十
三
年
（
一
四
一
六
）
三
月
十
五
庄
屋
善
次
衛
門
宅
に
泊
っ
た
と
き
、
先

日
、
定
王
を
養
子
と
し
て
手
綱
城
を
築
の
庄
屋
伊
衛
門
が
持
っ
て
い
た
と
い
う

い
て
移
し
た
の
が
応
永
二
十
七
年
八
月
書
付
を
写
し
取
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も

十
五
日
と
す
る
が
、
三
月
十
五
日
、
八
南
朝
王
孫
伝
説
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で

月
十
五
日
は
、
王
塚
神
社
の
春
と
秋
の
あ
る
。

祭
日
に
当
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
ま
た
、
明
和
の
こ
ろ
足
洗
村
宿
の
入

な
っ
て
く
る
と
、
定
王
伝
説
は
王
塚
神
ロ
往
還
の
東
に
あ
る
天
王
塚
と
呼
ば
れ

不
動
産
の
取
得
は

か
な
ら
ず
申
告
を

ー

さ
れ
た
価
格
を
い
い
ま
す
が
、
新
築

な
ど
で
台
帳
に
価
格
が
登
録
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
、
固
定
資
産
評
価
基

準
に
よ
り
そ
の
価
格
を
決
定
し
ま
す

住
宅
用
土
地
の
減
額

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
不
動
産
取
得

税
は
減
額
に
な
り
ま
す
。

○
土
地
を
取
得
し
て
か
ら
２
年
以
内
に

住
宅
を
新
築
し
た
場
合

○
住
宅
を
新
築
し
て
か
ら
１
年
以
内
に

そ
の
土
地
を
取
得
し
た
場
合

以
上
の
よ
う
に
「
不
動
産
」
を
取
得

し
た
場
合
に
は
、
か
な
ら
ず
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
高
萩
県
税
事
務

所
課
税
課
直
税
第
二
係
（
電
②
３
１
６

８
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

｜
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
二
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
二
一
二
一
一
一
二
一
一
二
一
二
一
一
一
二
一
一
二
一
一
一
一
二
一
一
一
二
一
一
二

る
古
墳
を
、
村
の
若
者
が
集
っ
て
掘
っ

た
と
こ
ろ
、
石
室
の
中
か
ら
人
骨
と
と

も
に
、
陣
太
刀
一
振
り
が
出
土
し
た
と

い
わ
れ
る
。

』:.／鰯+
蟠窪

鼻…

蛾辱

北
茨
城
市
に
あ
る
王
塚
神
社

燕黙鱗 溌
申

石
舟
の
由
来

上
手
綱
郡
司
寅
松

昔
、
日
本
武
尊
が
奥
州
征
伐
に
来
た

ど
き
に
、
石
の
舟
に
乗
っ
て
き
た
ん
だ

ね
。

こ
の
昔
、
松
岡
村
上
手
綱
っ
て
い
う

ど
こ
に
、
手
足
の
つ
い
だ
悪
者
が
い
た

ん
だ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
、

「
悪
者
が
人
を
捕
っ
て
、
ど
う
も
食
べ

て
し
か
た
が
な
い
。
」

と
い
う
の
で
、

「
そ
れ
を
退
治
し
て
こ
う
。
」

と
言
わ
れ
で
き
た
ら
し
い
ん
だ
ね
。

そ
し
て
、
高
戸
の
浜
が
ら
上
が
っ
て

「
石
舟
の
石
の
権
現
」
つ
っ
て
ね
、

ち
ょ
う
ど
こ
の
前
に
ち
っ
こ
い
お
宮
が

あ
る
ん
だ
げ
ん
と
も
。
こ
ご
に
来
た
。

金
成
と
い
う
所
に
人
家
が
あ
ん
だ
よ

ね
、
そ
ん
じ
、

「
そ
ご
で
も
っ
て
、
鐘
㈲
を
ジ
ャ
ー
ン
、

ジ
ャ
ー
ン
て
撞
く
っ
ち
ゅ
う
と
、
手
足

の
つ
い
た
悪
者
が
集
ま
っ
て
、
そ
う
し

て
、
人
を
食
べ
て
し
か
た
が
ね
え
。
」

と
い
う
の
で
、
そ
の
、
征
伐
に
日
本
武

尊
が
来
た
わ
け
だ
。

そ
ん
で
、
石
の
舟
に
乗
っ
て
悪
じ
き

今
年
も
雌
月
１
か
ら
「
歳
末
助
け
合
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ま
」

庭
亦
憾
ぎ
の

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
ご
協
力
を

ー
P

(その⑰）

っ
置
い
で
っ
た
ん
だ
と
。

朝
香
神
社
と
し
て
（
日
本
武
尊
）
を

祭
っ
た
御
神
体
が
、
そ
の
片
袖
。
残
っ

て
ん
だ
と
。

②
当
鐘
を
ジ
ャ
ー
ン
、
ジ
ャ
ー
ン
ー
現

在
も
鐘
撞
堂
の
字
名
が
残
っ
て
い
る
。

こ
の
話
は
、
話
者
の
言
葉
を
そ
の
ま

ま
書
き
お
こ
し
た
も
の
で
す
。

高
萩
の
民
話
調
査
編
集
委
員
会
事
務

局
（
電
③
１
１
３
１
）

そ
ご
の
、
権
現
つ
う
と
ご
で
、
そ
の
、

石
の
舟
を
降
り
て
、
そ
う
し
て
、
上
陸

し
て
、
そ
れ
を
退
治
し
て
ね
。

退
治
す
る
前
に
、
ど
こ
ら
へ
ん
が
、

そ
の
、
手
足
の
つ
い
だ
悪
者
が
い
つ
か

っ
て
、
今
の
朝
香
神
社
の
上
で
、
山
の

上
で
眺
め
だ
ら
し
い
ん
だ
ね
。

と
ご
ろ
が
、
そ
ご
に
白
い
蛇
が
い
で

（
蛇
に
）
高
戸
を
崩
さ
れ
た
ん
だ
っ

て
。

そ
ご
で
、
（
日
本
武
尊
は
山
の
上
が

ら
）
こ
っ
ち
へ
向
か
っ
て
き
て
退
治
し

て
、
そ
の
形
見
に
、
お
振
り
袖
を
ひ
と

、

=
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(B)市報たかはぎ 昭和54年12月

来
年
１
月
晦
日
の
午
前
９
時
鋤
分
か

ら
高
萩
市
中
央
公
民
館
で
「
第
坊
回
成

人
式
」
を
行
い
ま
す
。

今
回
も
、
県
下
一
体
と
な
っ
て
簡

素
化
運
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
華
美
な
服
装
は
で
き
る
だ
け
さ

け
て
「
平
素
の
服
装
」
で
の
成
人
式
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
成
人

さ
れ
る
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。来

年
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
人
は

昭
和
弘
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
弱
年
４

一
一
・
一
・
・
』
一
一
芭
酉
・
】
一
・
・
一
一
・
一
一
一
一
一
一
一
酉
』
一
一
一
一
一
一
一
一
』
』
一
再
』
一
再
』
一
一
』
一
二
一
一
・
一
一
一
一
一
一
』
一
』
画
一
字
』
一
二
亭
一
一
二
一
一
一
一
』
一
一
』
一
卓
一
一
二
画
一
『
』
一
』
一
・
一
一
一
』
酉
一
一
一
一
二
画
一
再
』
戸
』
一
一
一
一
画
一
『
卓
一
再
』
一
一
一
』
一
一
』

１
月
閲
日
の
成
人
式
は

平
素
な
服
装
に
し
よ
う

1 4 ． 卜・
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別
口

山
山

難

総：
静

鑿．
蛎
蕊
な詐

錐

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

成
人
さ
れ
る
方
に
は
、
直
接
〈
ガ
キ
で

通
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

高
萩
市
出
身
者
で
、
帰
省
し
て
い
る

方
、
ま
た
は
、
通
知
も
れ
の
あ
っ
た
成

人
該
当
者
に
も
出
席
す
る
よ
う
お
さ
そ

い
願
い
ま
す
。

冬
の
ス
ポ
ー
ツ
案
内

ス
ケ
ー
ト
教
室

○
と
き
１
月
廻
日
（
土
）
と
１
月

四
日
（
土
）

／一へ

一一

晩 秋

11月も半ばをすぎると、奉気は一層冷え冷えとして、初霜が

降りるようになる。晩秋から初冬にかけて、高萩や北茨城の海

辺の崖などには、石蕗の花を見かける。暮色の迫った頃など、

特に黄色が鮮かだ。私はこの花が好きで、 よくスケッチする。
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せ
税

ⅡⅡ

国
民
年
金

納

や
わ

の
固
定
資
産
税

し

月

都
市
計
画
税

Ⅱ

お
今

ヨ
イ
０
画
、
’
二
三
Ｆ
二
１
１
コ
〃
Ⅱ

○
募
集
人
員
い
ず
れ
も
卵
名

○
と
こ
ろ
十
王
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
新
春
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

○
参
加
費
小
・
中
学
生
５
５
０
円
○
と
き
１
月
過
日
（
日
）
午
前
、
時

一
般
７
５
０
円
ス
タ
ー
ト
（
小
雨
決
行
）

○
申
し
込
み
期
間
哩
月
叩
日
（
月
）
○
コ
ー
ス
、
キ
ロ
と
６
．
５
キ
ロ

か
ら
１
月
８
日
（
火
）
の
２
コ
ー
ス

参
加
資
格
は
、
い
ず
れ
の
教
室
・
大

親
子
ス
キ
ー
教
室

会
も
、
市
内
に
居
住
ま
た
は
、
事
業
所

○
と
き
１
月
妬
（
士
）
・
幻
日
（
日
）
学
校
に
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
方
に
限

と
２
月
２
日
（
士
）
・
３
日
（
日
）
り
ま
す
。
な
を
、
マ
ラ
ソ
ン
は
市
外
の

○
募
集
人
員
い
ず
れ
も
妬
名
器
組
方
で
も
オ
ー
プ
ン
参
加
と
し
て
認
め
ら

○
と
こ
ろ
福
島
吾
妻
町
高
湯
温
泉
れ
ま
す
。

○
参
加
費
親
子
で
１
１
０
０
０
円
※
申
し
込
み
受
け
付
け
な
ど
く
わ
し
い

○
申
し
込
み
期
間
１
月
７
日
（
月
）
こ
と
は
、
市
民
体
育
館
（
電
話
③
２

か
ら
詔
日
（
水
）
ま
で
５
５
２
）
へ
ど
う
ぞ
。

・ 青少年のための少林寺拳法教室

毎月1回（第3日曜日）市民を対象に、少林寺拳法教

室を無料で開講しています。

12月は、 とくに中学生以上の青少年を対象に行う予

定ですが、一般の方でも参加できますので、お気軽に

参加してください。

○とき：12月23日（日）午前10時から12時まで

（1月からは第3日曜日に行います）

○ところ：市民体育館2階道場

対象：小学生以上（性別を問いません）

服装：運動着を着用のこと。

くわしいことは、市民体育館（電話③2552）へお問

い合わせください。

編物講座生の募集

母子家庭や寡婦の方を対象に、編物講座を無料で開
きます。希望者は、早めにお申し込みください。
○講座の日どり

12月16B｡ 1月20日、 27日。 2月17， 24日。

3月9日、 16日の7日間で午前10時から午後3時まで

○募集人員15名
○講座の場所

柴田ふさ子（有明IIIJ.2-3)宅で電話は②3709 。

○申し込みや、 くわしいことは柴田ふさ子宅あてに
直接お問い合わせください。 ’ １

一
）

(3期）
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○
対
象
者
お
子
さ
ん
が
、
高
校
、
大

学
に
進
学
す
る
た
め
の
資
金
を
必
要

と
す
る
方
。

○
融
資
額
１
世
帯
あ
た
り
卵
万
円
以

内
。

○
融
資
期
間
高
校
３
年
以
内
、
大
学

４
年
以
内
。

○
保
証
人
１
名
以
上
（
保
証
基
金
を

利
用
す
る
場
合
は
不
要
で

す
）

○
返
済
方
法
掠
月
元
利
均
等
返
済

（
ボ
ー
ナ
ス
月
の
増
額
返

済
も
で
き
ま
す
）

○
取
り
扱
い
期
間
弱
年
１
月
か
ら
弱

※
く
わ
し
い
こ
と
は
、
商
工
会
（
電
②

２
５
０
１
）
へ
ど
う
ぞ

1月の日曜診療のお知らせ
国
の
進
学
口
ｌ
ン
の
案
内

’
(2) 2137大和町2－166日 内田病院

年
４
月
ま
一

３６
１

｜
立
口

２
友

町
町

和
王

大
十 ６６

５
２

３
３

２
１
２
王

⑨
け

医院
医院

飯島
十王

13日

大和町2－59 (2) 220220日 樋渡医院

(‘, :4”青沼医院 春日町2－4227日
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